
【【用用  語語  解解  説説】】  
 

 

○ インフルエンザ 

インフルエンザは、インフルエンザウイルスによる感染症で、原因となって

いるウイルスの抗原性の違いから、Ａ型、Ｂ型、Ｃ型に大きく分類される。 

Ａ型はさらに、ウイルスの表面にある赤血球凝集素（ＨＡ）とノイラミニダ

ーゼ（ＮＡ）という、２つの糖蛋白の抗原性の違いにより亜型に分類される。 

（いわゆるＡ/ソ連型（Ｈ１Ｎ１）、Ａ/香港型（Ｈ３Ｎ２）というのは、これ

らの亜型を指している。） 

 

○ 鳥インフルエンザ 

Ａ型インフルエンザウイルスを原因とする鳥の感染症のこと。このうち、家

きんに対し高い死亡率を示すなど特に強い病原性を示すものを「高病原性鳥イ

ンフルエンザ」という。 

近年、鳥から人への偶発的な感染事例が認められているが、病鳥又はその死

骸やそれらの内臓、排泄物等に濃厚に接触した場合等に起こると考えられてお

り、十分に加熱調理された鶏肉や鶏卵からの感染の報告はない。 

なお、感染症法においては、鳥由来のＨ５Ｎ１亜型のインフルエンザウイル

スが人に感染することで引き起こす疾患を「鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）」

という。 

 

○ パンデミック 

感染症の世界的大流行。 

特に新型インフルエンザのパンデミックは、近年これが人の世界に存在しな

かったためにほとんどの人が免疫を持たず、人から人へ効率よく感染する能力

を得て、世界中で大きな流行を起こすことを指す。 

 

○ 家きん 

鶏、あひる、うずら等、家畜として飼養されている鳥。 

なお、家畜伝染病予防法における高病原性鳥インフルエンザの対象家畜として、

鶏、あひる、きじ、だちょう、ほろほろ鳥及び七面鳥が指定されている。 

 

○ サーベイランス 

見張り、監視制度という意味。 

特に人の感染症に関しては、感染症法に基づき、感染症の発生状況（患者-65 

-及び病原体）の把握及び分析が行われている。 
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○ 個人防護具(Personal Protective Equipment： Ｐ Ｐ Ｅ ) 

マスク、ゴーグル、ガウン、手袋等のように、各種の病原体、化学物質、放

射性物質、その他の危険有害要因との接触による障害から個人を守るために作

成・考案された防護具。特に病原体の場合は、その感染を防御することが目的

であり、感染経路や用途（スクリーニング、診察、調査、侵襲的処置等）に応

じて適切なＰＰＥを考案・準備する必要がある。 

 

○ 発熱外来 

新型インフルエンザに係る診療を効率化し混乱を最小限にするために設置さ

れる外来専門の医療施設。第三段階の感染拡大期までの発熱外来は、新型イン

フルエンザの患者とそれ以外の疾患の患者とを振り分けることで両者の接触を

最小限にし、感染拡大の防止を図ることを目的とする。第三段階のまん延期以

降における発熱外来は、感染防止策を徹底した上、新型インフルエンザの患者

の外来集中に対応することに加え、軽症者と重症者のトリアージにより入院治

療の必要性を判断することを目的とする。 

 

○ コールセンター 

市が設置する電話対応専門の施設。新型インフルエンザの患者の早期発見、

当該者が事前連絡せずに直接医療機関を受診することによるそれ以外の疾患の

患者への感染の防止、地域住民への心理的サポート及び特定の医療機関に集中

しがちな負担の軽減等を目的とする。 

 

○ 抗インフルエンザウイルス薬 

インフルエンザウイルスの増殖を特異的に阻害することによって、インフル

エンザの症状を軽減する薬剤。ノイラミニダーゼ阻害剤は抗インフルエンザウ

イル薬の一つであり、ウイルスの増殖を抑える効果がある。 

 

○ プレパンデミックワクチン 

新型インフルエンザが発生する前の段階で、新型インフルエンザウイルスに

変異する可能性が高い鳥インフルエンザウイルスを基に製造されるワクチン

（現在はＨ５Ｎ１亜型を用いて製造）。 

 

○ パンデミックワクチン 

新型インフルエンザが発生した段階で、出現した新型インフルエンザウイル

ス又はこれと同じ抗原性をもつウイルスを基に製造されるワクチン 

 

○ リスクコミュニケーション 

我々を取り巻くリスクに関する情報を、行政、住民などの関係主体間で共有

し、相互に情報伝達を行い、意思疎通を図ること。 
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